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問 題 

 

次の文章を読み、下の問いに答えなさい。（問１及び問２合わせて 1,200字以内） 

 

X 社会保障制度改革推進法（抄） 

（基本的な考え方） 

第二条  社会保障制度改革は、次に掲げる事項を基本として行われるものとする。 

一  自助、共助及び公助が最も適切に組み合わされるよう留意しつつ、国民が自立した

生活を営むことができるよう、家族相互及び国民相互の助け合いの仕組みを通じてそ

の実現を支援していくこと。 

 

Y  「経済財政運営と改革の基本方針 2015 について」（平成 27年 6月 30日閣議決定）（抄） 

（基本的な考え方） 

社会保障分野については、社会保障・税一体改革を確実に進めつつ、経済再生と財政健全

化及び制度の持続可能性の確保の実現に取り組み、世界に冠たる国民皆保険・皆年金の維持

そして次世代へ引き渡すことを目指した改革を行う。 

改革に当たっては、国民の納得感を醸成し、その参加の下に改革を進める観点から、イン

センティブ改革による多様な主体の行動変化による効率化に取り組むとともに、民間の力を

最大限活用して関連市場の拡大を実現することを含め、社会保障関連分野の産業化に向けた

取組を進める。 

また、①自助を基本に公助・共助を適切に組み合わせた持続可能な国民皆保険、②経済成

長と両立する社会保障制度、③人口減少社会に合った公平で効率的な医療等の提供、④健康

で生きがいのある社会、⑤公平な負担で支え合う制度という基本理念に基づいて取り組む。 

増大していく公的社会保障の給付について、効率化・重点化のための改革を行い、経済再

生の取組による社会保障財源の増収と併せ、(a)少なくとも、社会保障における次世代への負

担の先送りを拡大させないようにする。 

 

 

問１ 上記 X及び Yに留意しつつ、自助・共助・公助の内容を具体的に説明するとともに、 

その役割分担について述べなさい。 

 

問２ 下線部 (a) の内容を次の用語を用いて説明しなさい。 

       「賦課方式」 

 

 

 


